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1

そ
の
軌
跡

ー

西

村

富
美
子

一

新
詩
社
の
最
終
の
機
関
誌

で
あ
る

『
冬
柏
』
は
創
刊
か
ら
終
刊
に
到
る
ま
で
、

長
年
に
わ
た

っ
て
あ
る
意
味
で
幻
の
雑
誌

で
あ

っ
た
。

そ
の
理
由
は
幾

つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
最
大
の
理
由
は
第

一
次
、
第

二
次
の

『明
星
』
の
よ
う
な

一
見
藝
術
美
術
雑
誌
か
と
見
ま
が
う
体
裁
の
豪
華
版

で
は
な
く
寛
自
身
も
言
う
よ
う
に

「簡
素
」
な
外
見
の
体
裁
及
び
執
筆
者
等
の
難

点
、
ま
た
世
間
の
知
名
度
、
評
価
の
低
さ
が
根
底
に
あ

っ
た
。
昭
和
五
年

(
一
九

三
〇
)

の
創
刊
時
に
は
寛
も
晶
子
も
ま
だ
生
存
し
て
お
り
、
『冬
柏
』

に
傾
け
た

両
人
の
情
熱
は

『明
星
』
時
代
と
変
わ
ら
ず

一
貫
し
て
い
た
。
内
容
及
び
質
に
関

し
て
は
新
詩
社
の
機
関
誌

『明
星
』
の
前

二
者
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
こ
と
を
目

標
と
し
自
負
心
も
あ

っ
た
。
実
は
、
筆
者

は
今
ま
で
に

『冬
柏
』
に

つ
い
て
幾
た

び
か
論
じ
述
べ
発
表
も
し
て
き
た
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
い

つ
も
気
が
か
り
な
こ
と

を
解
決
し
な
い
ま
ま
に
歳
月
と
稿
を
重
ね
て
き
た
。
気
が
か
り
な
こ
と
と
い
う
の

は

『冬
柏
』
の
実
態
ま
た
刊
行
は
全
何
冊
な
の
か
更
に
発
行
の
期
間
が
正
確
に
は

何
時
か
ら
何
時
ま
で
で
あ

っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
『冬
柏
』
の
既
刊

の
状
態
に

つ
い
て
詳
細
な
情
報
が
得
ら
れ
ず
最
近
ま
で
未
解
決

の
ま
ま
年
月
が
流

れ
て
、
当
時
は
閲
覧
可
能
な
範
囲
の
既
刊
分
を
対
象

の
資
料
と
し
て
き
た
と
い
う

ゆ
ユ

の
が
現
在
ま
で
の
実
情
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
二
年
ほ
ど
前
に
ふ
と
し
た
偶
然

の
き

っ
か
け
で

『冬
柏
』
の
復
刻
版

が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
思
い
が
け
な
い
所
か
ら
ほ
ぼ
完
全
な

『冬
柏
』

の
原
本
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
全
貌
が
俄
に
明
ら
か
に
な
り
欠
号
が
四

冊
な
が
ら
全

一
九

一
冊
の

『冬
柏
』
完
全
版
が
陽
の
目
を
見
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
　

『冬
柏
』

の
研
究
に
明
る
い
展
望
を
伴
う
未
來
が
開
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

約
二
年
余
り
の
間
に
配
本
が
計
七
回
に
わ
た

っ
た
復
刻
版
が
昨
年

一
月
に
刊
行

が
完
結
し
配
本
も
終
了
し
た
。
更
に
令
和
二
年
十
二
月
五
日
か
ら
令
和
三
年

一
月

三
十

一
日
ま
で
、
大
阪
府
堺
市
の

「利
晶
の
杜
」
で

『冬
柏
』
の
企
画
展
示
会
が

開
催
さ
れ
想
定
外
の
盛
況
で
、
所
蔵
者
の
特
別
の
好
意
に
よ
っ
て
復
刻
版
の
原
本

『
冬
柏
』

一
八
七
冊
も
展
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
劃
期
的
な
二

つ
の
行
事
は

な
ヨ

『
冬
柏
』
の
知
名
度
に
か
な
り
貢
献
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○

今
ま
で
筆
者
は
、
『冬
柏
』
に
関
し
て
は
寛
、
晶
子
ま
た
執
筆
者
を
個
人
的
に

取
り
あ
げ
て
述

べ
て
き
た
の
だ
が
、
本
稿

で
は
復
刻
に
よ
る

『冬
柏
』
が
完
全
版

と
し
て
精
査

で
き
る
の
で
、
ま
ず

『冬
柏
』
に

つ
い
て
改
め
て
多
少
解
説
を
し
て

お
く
こ
と
に
し
た
い
。
(未
知
の

『冬
柏
』
を
周
知
に
す
る
た
め
に
)。

○
第

一
次

『
明
星
』

・
第
二
次

『
明
星
』

・
『
冬
柏
』

ま
ず

『
冬
柏
」
の
本
題
に
入
る
前
に
新
詩
社
を
歴
史
的
に
振
り
返

っ
て
そ
の
軌

跡
を
簡
単
に
た
ど

っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

東
京
新
詩
社

の
創
立
は
明
治
三
二
年

(
一
八
九
九
)

で
あ
る
。
当
時
寛
の
妻
は

晶
子
で
は
な
く
、

こ
の
翌
年
に

『
明
星
』
第

一
次

の
創
刊
が
始
ま
る
が
前
妻
の
林
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滝
野
が
発
行
兼
編
輯
者

で
あ

っ
た
。
そ
の
翌
々
年
明
治
三
四
年

(
一
九
〇

一
)

に
前
妻
と
の
離
婚
、
八
月
に
晶
子
が
第

一
歌
集

『
み
だ
れ
髪
」
を
刊
行
し
こ
の
年

晶
子
と
結
婚
し
た
。
こ
の
時
か
ら
寛
、
晶
子
の
二
人
三
脚
の
長
い
旅
が
始
ま
る
の

で
あ
る
。
以
後
の

『
明
星
』
か
ら

『
冬
柏

』

へ
の
歴
史
を
記
し
て
お
く
と
、

新
詩
社
創
立

『明
星
』
第

一
次
創
刊

一
〇
〇
号
終
刊

『明
星
』
第
二
次
復
刊

四
八
号
終
刊

『冬
柏
』

創
刊

一
九

一
号
終
刊

明
治

三

二
年

一
。。
⑩
⑩

明
治

三

三
年

一
⑩
O
O

明
治

四

一
年

お

O
。。

大

正

一
〇
年

一
⑩
b。
一

昭
和

二
年

一
露

刈

昭
和

五
年

一
⑩
。。
O

昭

和

二
七

年

ド
Φ
器

・
昭

和

一
〇
年

一
㊤
ω
㎝

・
昭

和

一
二
年

一
⑩
G。
刈

・
昭

和

一
五
年

一
逡

O

・
昭

和

一
六

年

お
凸

・
昭

和

一
七

年

一
⑩
曲

=

月

四
月
=

月

=

月

九
月
三
月
三
月

(年
齢
)

約
八
年

約
六
年

約
二
二
年
五 五 四 三 二 二 寛
七 四 八 五 七 六

五 四 四 三 二 二 晶
二 九 三 〇 ニ ー 子

 

三
月
寛
死
去

六
二

日
中
戦
争
勃
発

五
月
晶
子
脳
溢
血

一
二
月
太
平
洋
戦
争
勃
発

五
月
晶
子
死
去

新
詩
社
創
立

『
明
星
』
第

一
次
が
創
刊
さ
れ

○
○
)、
約
八
年

の
後

に

一
〇
〇
号
を
も

っ
て
終
刊
と
な
る

(
一
九
〇
八
)
。

=
二
年
後
に

『
明
星
』
第
二
次
が
復
刊
す

る
が

(
一
九
二

一
)、
約
六
年
後

に
四

八
号
を
も

っ
て
終
刊
と
な
る

(
一
九
二
七
)
。
『冬
柏
』
の
創
刊
は
そ
の
三
年
後
で

あ
り

(
一
九
三
〇
)
、
刊
行
年
月
約
二
二
年
間
の

一
九

一
号
を
も

っ
て
新
詩
社

の

機
関
雑
誌
は
事
実
上
終
刊
を
告
げ
た

(
一
九
五
二
)
。
明
治
三
三
年

(
一
九
〇
〇
)

か
ら
昭
和
二
七
年

(
一
九
五
二
)
ま
で
五

二
年
の
間
に
途
中
様
々
の
紆
余
曲
折
を

経
な
が
ら
実
質
的
に
三
六
年
間
に
わ
た
っ
て
、
『
明
星
』

一
次

・
二
次
、
『冬
柏
』

の
三
点
の
新
詩
社
の
機
関
雑
誌
を
刊
行
し
続
け
た
歴
史
的
意
義
は
極
め
て
大
き
い

と
言
え
よ
う
。
特
に

『
冬
柏
』
刊
行
中
は
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
等

の
社
会
情

勢
の
緊
迫
の
時
期
で
あ
り
、
新
詩
社
の
中
心
で
あ
る
寛
、
晶
子
の
両
主
宰
者
を
失

『
冬
柏
』
日
新
詩
社

『
明
星
』
の
未
完
の
終
焉

　

そ 一 六 六 六 五 五
の 九 四 三 二 九 七

う
な
ど
の
最
大
の
打
撃
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
敗
戦
、
ま
た
晶
子

の
死

後
も
同
人
達
の
懸
命
な
協
力
に
よ

っ
て
十
年
間
刊
行
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

次
に
各
誌
の
発
行
冊
数
、
年
数
、
さ
ら
に
執
筆
者
数
を
提
示
し
て
お
く
と
、

発
行
冊
数

発
行
年
数

執
筆
者
数

(概
数
)

・
明
星
第

一
次

一
〇
〇
冊

八
年

七
=
=

・
明
星
第
二
次

四
八
冊

六
年

三

一
二

・
冬
柏

一
九

一
冊

二
二
年

九
四

一

で
あ
り
、
『
冬
柏
』

の
執
筆
者
数
は
突
出
し
て
い
る
。
概
数
で
は
な
く
正
確
な

人
数
は
優
に
千
人
を
越
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た

『
明
星
』
か
ら

『冬
柏
』
に
到
る

執
筆
者
の
男
女
数
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ

『
冬
柏
』
で
は
男
女
の
執
筆
者
数
が

ほ
ぼ
同
数
に
な

っ
て
い
る
。

　
　

次
に

『明
星
』
～

『冬
柏
』

の
主
な
執
筆
者
を
挙
げ
れ
ば
、

◎

『明
星
』
第

一
次

上
田
敏

・
馬
場
孤
蝶

・
薄
田
泣
董

・
高
村
光
太
郎

・
三
樹

一
平

・
小
林
政
治

・

金
田

一
京
助

・
鳳
晶
子

・
山
川
登
美
子

・
茅
野
雅
子

・
高
浜
虚
子

・
久
保
天
随

・

小
栗
風
葉

・
蒲
原
有
明

・
相
馬
御
風

・
平
野
万
里

・
茅
野
薫
々

・
松
永
周
二

・

石
川
啄
木

・
国
木
田
独
歩

・
石
井
柏
亭

・
江
南
文
三

・
三
宅
克
巳

・
渡
辺
湖
畔

・

白
仁
秋
津

・
吉
井
勇

・
北
原
白
秋

・
木
下
杢
太
郎

・
長
田
秀
雄

・
長
田
幹
彦

・

岡
本
か
の
こ

・
高
田
保
馬

・
尾
崎
行
雄

(胃
堂
)

・
吉
田
精

一

な
　

(明
治
三
四
年

(
一
九
〇

一
)
ご
ろ
に
は
同
人

の
数
は
二
〇
〇
人
を
超
す
。
)

◎

「明
星
」
第
二
次

石
井
柏
亭

・
尾
崎
弩
堂

・
北
原
白
秋

・
木
下
杢
太
郎

・
佐
藤
春
夫

・
高
田
保
馬

・

高
村
光
太
郎

・
竹
友
藻
風

・
茅
野
薫
薫

・
永
井
荷
風

・
西
村
伊
作

・
平
野
万
里

・

深
尾
須
磨
子

・
堀

口
大
学

・
森
鴎
外

・
吉
田
精

一
・
掛
貝
芳
男

・
田
中
(千

ヶ

崎
)
悌
六

◎

「冬
柏
」
[第

一
巻

・
第

一
号
の
主
な
執
筆
者
]与
謝
野
晶
子

・
与
謝
野
寛

・
赤

木
毅

・
内
山
英
保

・
江
南
文
三

・
近
江
満
子

・
尾
崎
弩
堂

・
掛
貝
芳
男

・
木
下

杢
太
郎

・
小
金
井
喜
美
子

・
斎
藤
紀
子

・
白
仁
秋
津

・
菅
沼
宗
四
郎

・
関
戸
信
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次

・
高
田
保
馬

・
田
中
悌
六

(千
ヶ
崎
)

・
茅
野
薫
瀟

・
新
居
格

・
西
田
猪
之

助

・
平
野
万
里

・
福
田
克
子

・
茂
手
木
み
さ
を

・
吉
田
精

一
・
井
上
苔
渓

こ
の
三
誌

の
執
筆
者
を
み
れ
ば
、
三
誌
に
共
通
の
執
筆
者
も
あ
り
、
『冬
柏
』

に
関
し
て
は
、
第

一
巻

・
一
号
の
執
筆
者

に
限
定
し
た
た
め
前
二
誌
と
は
多
少
状

況
を
異
に
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ

『冬
柏
』
は
執
筆
者
の
数
は
他
の
二
誌
よ

り
か
な
り
多
い
の
だ
が
、
そ
の
顔
ぶ
れ
は
前
二
誌
に
比
べ
各
分
野
で
の
社
会
的
な

著
名
人
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
執
筆
者

の
量
と
質
と
で
も
い
う
べ
き
問
題
が
浮

上
す
る
が
主
宰
者
の
意
図
の
変
化
も
底
辺

に
存
在
し
た
よ
う
に
思
う
。
歌
作
に
対

す
る
晶
子
の
指
向
転
換
と
で
も
呼
ぶ
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

○

『冬
柏
』
創
刊
の
理
由

『冬
柏
』
創
刊
の
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
徳
富
蘇
峰
の
言
葉
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は

『冬
柏
』
第

一
巻

・
一
号
に
平
野
萬
里
が
記
し
た

「刊
行
の
辞
」
に
見
え

る
。
『冬
柏
』
創
刊
時
の
事
情
も
詳
細
に
述

べ
て
い
る
の
で
次
に
全
文
を
挙
げ
て

お
く
。昨
冬
冬
至
の
夕
、

人
の
与
訟

日
日

賀

が
東
京
会
館
で
催
さ
れ

た
時
、
席
上
徳
富
猪

良

生
の
御
挨
拶
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
極
め
て
興
味

深
い
も
の
で
あ

っ
た
が
。
終
わ
り
に
先
生
は
明
星
の
休
刊
を
遺
憾
と
せ
ら
れ
、

著
者
と
読
者

の
間
を
永
年
結
び

つ
け

て
居
た
親
し
む
べ
き
絆
を
こ
の
際
何
と

か
し
て
繋
ぐ
よ
う
切
に
御
奨
め
が
あ

っ
た
。
先
之
新
詩
社

の
若
い
人
人

の
間

に
も
発
表
機
関
の
必
用
が
感
ぜ
ら
れ

て
い
た
の
で
、
於
是
相
談

一
決
し
て
爾

来
準
備
を
急
ぎ
こ
こ
に
藩

を
見
る
に
至
っ
た
。
舞

と
い
う
名
を

与
え
た
の
も
そ
の
縁
に
よ
る
の
で
あ
る
。

明
星
の
再
興
は
も

っ
と
望
ま
し
い
こ
と
だ
が
、
与
謝
野
家
の
負
担
を
甚
だ
重

か
ら
し
あ
る
虞
が
あ

っ
て
俄
に
出
来

に
く
い
。
冬
柏
は
そ
こ
へ
行
く
道
程
と

し
て

一
時
之
に
代
わ
る
も
の
で
あ
る
。
同
人
の
僅
少
な
拠
金
を
本
と
し
て
出

す
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
体
裁
の
如
き
も
極
め
て
貧
し
く
明
星
に
比
し
同
日

の
談
で
は
な
い
が
、
無
き
に
は
勝

る
で
あ
ろ
う
。
と
は
言
え
内
容
は
殆
ど
全

部
同
様
與
謝
野
先
生
の
手
で
整
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
は
明

星
に
変
わ
り
は
な
い
積
も
り
で
あ
る
。
唯
当
分
同
人
の

一
人
と
し
て
事
務
に

当
た
る
小
生
の
趣
味
が
田
舎
び
て
好
ん
で
時
代
の
後
端
を
行
く
処
か
ら
、
御

不
満
の
方
も
多
か
ろ
う
と
思
う
が
、
暫
く
御
辛
棒
が
願
い
た
い
。
そ
の
代
わ

り
永
続
性
は
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
幸
に
し
て
本
誌
が
漸
次
生
長
し
、
経
済
上

に
独
立
し
得
る
域
に
達
し
た
ら
即
時
羅

る
と
共
に
体
裁
も

一

　
　

変

す

る

の

で
あ

る
。

そ
れ

迄

待

っ
て
頂

き

た

い
。

(
万

里
)

『
冬
柏
』
の
発
刊
及
び
雑
誌
の
名
を

『冬
柏
』
と
し
た
こ
と
、
目
標
は

『明
星
』

の
復
刊
で
あ
る
こ
と
を
は

っ
き
り
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

次
に

『冬
柏
』
の
体
裁
、
形
態
、
内
容
他
に

つ
い
て
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

○
雑
誌

『冬
柏
』
の
形
態

・
内
容

・
他

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『冬
柏
』
は

『明
星
』
に
比
べ
て
は
る
か
に
長
く
刊
行

の
続
い
た
雑
誌
で
あ
る
。
『
明
星
』
第

一
次
は
約
八
年
、
第
二
次
は
約
六
年
、
併

せ
て
約

一
四
年
、
『
冬
柏
』
は
約
二
二
年
間
で
あ
る
。
刊
行
の
冊
数
は
、
第

一
次

が
百
冊
、
第
二
次
が
四
八
冊
、
併
せ
て

一
四
八
冊
で
あ
り
、
『冬
柏
』
は

一
九

一

冊
で
、
刊
行
年
数
及
び
既
刊
の
冊
数
は
前
二
者
の

『
明
星
』
を
は
る
か
に
凌
い
で

い
る
。
ま
た

『
明
星
』
は
寛
、
晶
子
の
両
人

の
主
宰
者
が
生
存
中

に
刊
行
さ
れ
た

名
実
と
も
に

『
明
星
』
文
学
集
団
の
雑
誌
で
あ

っ
た
が
、
『冬
柏
』
の
主
宰
者

に

は
大
き
な
変
動
が
あ

っ
た
。
創
刊
五
年
後
の
昭
和
十
年

(
一
九
三
五
)
に
寛
、
更

に
七
年
後
の
昭
和
十
七
年

(
一
九
四
二
)
に
晶
子
、
と
新
詩
社

『
明
星
』
の
主
宰

者
両
人
が
亡
く
な
り
、
中
心
の
領
袖
を
失

っ
て
後
門
弟
子
の
協
力
体
制
で
十
年
間

刊
行
を
継
続
し
た
稀
有
な
雑
誌
で
あ

っ
た
。
二
十
二
年
の
間
に
は
雑
誌
自
体
に
も

様
々
な
変
化
が
あ

っ
た
。
そ
の
変
化
の
諸
相
に
は
戦
争
な
ど
時
代
の
影
響
も
あ
る

が
新
詩
社
内
部
で
の
人
間
関
係
も
関
わ

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
、
晶
子
残
後

の
十
年
は
特
に
太
平
洋
戦
争
の
戦
中
戦
後
の
時
期
で
も
あ
り
雑
誌
自
体
の
発
行
も

困
難
な
状
況
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
劣
悪
で
特
殊
な
条
件
の
も
と
で
刊
行
さ
れ
た
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『
冬
柏
』
自
体
の
変
化
の
軌
跡
に
つ
い
て
次
に
述

べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
雑

誌
の
発
行
に
は
、
編
輯
者
ま
た
印
刷
に
か
か
わ
る
発
行
所
等
は
必
要
不
可
欠
な
条

件
で
あ
り
、
『冬
柏
』
に
関
し
て
も
こ
れ
ら
の
条
件
を
充
た
す
の
に
か
な
り
の
苦

労
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
編
輯
者

・
発
行
者

・
印
刷
者

・
発
行
所

・
発
売
所
等
に

つ
い
て
順
次

列
挙
し
て
記
述
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

*
編
輯
者

一

平
野
久
保

(万
里
)

約

一
年

第

一
巻

・
一
号
～
第
二
巻

・
七
号

(昭
和
五
年
三
月
～
昭
和
六
年
七
月
)

二

田
中
悌
六

約

一
〇
年

第
二
巻

・
八
号
～
第

=
二
・
九
号

(昭
和
六
年
八
月
～
昭
和

一
七
年
八
月
)

※

(昭
和

一
〇
年
三
月
、
寛
の
死
)

※

(昭
和

一
七
年
五
月
、
晶
子
の
死
)

三

近
江
満
子

約

一
〇
年

第

=
二
巻

・
一
〇
号
～
第
二
二
巻

・
六

・
七

・
八
月
号

(昭
和

一
七
年
九
月

～
昭
和
二
六
年
八
月
)

※

(昭
和
二
六
年

一
〇
月

一
〇
日
、
近
江
満
子
の
死
)

四

近
江
湖
雄
三

第
二
三
巻
春
季

・
追
悼
号

(昭
和
二
七
年
三
月
)

編
輯
者
は
、
平
野
万
里
-
田
中
悌
六
-
近
江
満
子
-
近
江
湖
雄
三
の
四
人
が
担

当
を
受
け
継

い
で
い
っ
た
。
発
起
人
の

一
人
で
あ

っ
た
平
野
萬
里
は

一
年
、
田
中

悌
六

・
近
江
満
子
の
両
者
は

一
〇
年
ほ
ど
だ
が
、
田
中
悌
六
が
編
輯
を
担
当
し
た

時
期
に
寛
、
晶
子
が
死
去
し
、
近
江
満
子
が
担
当
し
た
の
が
戦
中
戦
後
で
、
編
輯

の
仕
事

の
困
難
さ
は
時
代
を
追
う
に
つ
れ

て
厳
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
編
輯
者

は
雑
誌

の
発
行

に
と

っ
て
重
要
な
の
だ
が
編
輯
者
の
交
代
あ
る
い
は
引
き
継
ぎ
に

つ
い
て
は
不
明
な
点
が
あ
る
。
田
中
悌
六
と
近
江
満
子
の
二
人
は
、
寛
、
晶
子
の

な
ア

信
任
も
篤
く

『冬
柏
』
に
と

っ
て
特
別
に
重
要
な
存
在
で
あ

っ
た
。

*
発
行
者

『冬
柏
』
H
新
詩
社

『明
星
』

の
未
完

の
終
焉

一

掛
貝
芳
男

第

一
巻

・
一
号
～
第
二
巻

・
七
号

二

田
中
悌
六

第
二
巻

・
八
号
以
降
、
発
行
者

・
編
集
者
は
田
中
悌
六

三

近
江
満
子

第

一
三
巻

・
一
〇
号
～
第
二
二
巻

・
六

・
七

・
八
号

発
行
者
は
、
掛
貝
芳
男
-
田
中
悌
六
-
近
江
満
子
の
三
人
が
順
次
名
を
連
ね
て

い
る
が
、
第
二
巻

・
八
号
か
ら
は
田
中
悌
六
が
編
輯

・
発
行
者
を
兼
ね
、
第

一
三

巻

・
一
〇
号
か
ら
第
二
二
巻

・
六

・
七

・
八
号
ま
で
は
近
江
満
子
が
編
輯

・
発
行

者
を
兼
ね
て
い
る
。

*
印
刷
者

一

明
章
印
刷
所

・
鈴
木
赴
武

第

一
巻

・
一
号
～
第

一
六
巻

・
二
号

二

塚
田
十
五
郎

第

一
七
巻

・
一
号

三

吉
田
信
賢

第

一
七
巻

・
秋
季
号
～
第
二

一
巻
・
一
・
二
号

四

山
本

一
郎

第
二

一
巻

・
秋
季
号
～
第
二
三
巻
春
季

・
追
悼
号

印
刷
所
は
、
明
章
印
刷
所
ー
塚
田
十
郎
-
吉
田
信
賢
-
山
本

一
郎
の
各
印
刷
所

に
よ

っ
た
が
、
明
章
印
刷
所

(鈴
木
赴
武
)
と
の
関
係
が
最
も
深
く
長
い
。

*
発
行
所

一

冬
柏
発
行
所

第

一
巻

・
一
号
～
第

一
六
巻

・
二
号

二

塚
田
印
刷
所

第

一
七
巻

・
一
号

三

一
色
活
版
印
刷
所

第

一
七
巻

・
秋
季
号
～
第
二

一
巻

・
第

一
・
二
号

四

山
本
印
刷
所

第
二

一
巻

・
秋
季
号

・
第
二
三
巻

・
春
季

・
追
悼
号

発
行
所
は
前
記
の
印
刷
者
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

*
発
売
所

益
文
堂

第
二
巻

・
七
号
～
第

一
二
巻

・
六
号

発
売
所
に
つ
い
て
は

一
時
期
の
み
な
の
だ
が
、
元
々
店
頭
販
売
を
し
な
い
非
売

品
で
あ

っ
た
の
で
こ
の
期
間
だ
け
は
何
か
事
情
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
編
輯
者

・
発
行
者

・
印
刷
者

・
発
行
所

・
発
売
所
を
記
し
た
が
、
編
輯
者
は

寄
稿
原
稿
の
校
閲

・
校
正
者
で
も
あ
り
印
刷
関
係
者
と
も
親
密
な
関
係
で
あ

っ
た
。

次
に

『冬
柏
』
の
雑
誌
名
の

「
つ
ば
き
」
の
表
紙
画
に

つ
い
て
述

べ
る
。
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『冬
柏
』
"
新
詩
社

『
明
星
』

の
未
完

の
終
焉

○

『冬
柏
』
の
表
紙
画

・
裏
表
紙

・
表
題
字

*
表
紙
画

(
つ
ば
き
の
花
)

一二三四

広
川
松
五
郎

石
井
柏
亭

表
紙
画
無
し

近
江
湖
雄
三

五

正
宗
得
三
郎

第

一
巻

・
一
号
～
第

=

巻

・
=

号

一
二
五
冊

第

一
二
巻

・
一
号
～
第

一
五
巻

・
一
一
号

四
七
冊

第

一
六
巻

・
一
号
～
第

一
九
巻
春
季

・
夏
季
号

九
冊

(内
○
)
第

一
九
巻

・
秋
季
号
、
冬
季
号
～
第
二
〇
巻

・
春

夏
季
号
、
秋
季
号
、
冬
季
号

五
冊

第
二

一
巻

・
秋
季
号
～
第
二
三
巻

・
春
季
追
悼
号

六
冊

表
紙
画
は
、
広
川
松
五
郎
-
石
井
柏
亭
ー
正
宗
得
三
郎
i
近
江
湖
雄
三
の
四
人

に
よ

っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
、
彩
色
等
は
趣
向
を
凝
ら
し
て
は
い
る
が

自
然
な
タ

ッ
チ
で
親
近
感

の
あ
る
図
柄

で
あ
る
。
広
川
松
五
郎
、
石
井
柏
亭
、
正

宗
得
三
郎

の
三
人
は
著
名
な
画
家

で
あ
り
、
近
江
湖
雄
三

(近
江
満
子
の
夫
)
だ

け
は
専
門
画
家

で
は
な
く
臨
時

の
応
急
的
存
在

で
あ
る
。
た
だ
号
を
追
う
に
つ
れ

て
時
勢

の
影
響
も
あ
り
表
紙
画
は
次
第
に
簡
素

に
な

っ
て
い
っ
た
。
中

に
は
表
紙

画
無
し
の
号
も
あ
り
近
江
満
子
の
夫
湖
雄
三
が
次
の
正
宗
得
三
郎

の
表
紙
画
復
活

ま
で
臨
時
に
表
紙
画
を
描

い
た
の
で
あ
る
。
本
業
は
医
師
で
あ
り
寛
、
晶
子
と
も

　
き

親
密
で
絵
を
描
く
の
を
好
ん
だ
と
い
う
。
署
名
は
閑
○
。

裏
表
紙
画

・
挿
入
画
に
つ
い
て
は
、
画
家

・
及
び
作
品
の
数
が
膨
大
で
あ
る
た

め
本
稿
で
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
田
中
悌
六
な
ど
も
二
五
点
ほ
ど
画

を
掲
載
し
て
い
る
。
次
に
表
紙
の

『冬
柏
』
の
文
字
、
表
題
の
字
の
書
き
手
に
つ

い
て
挙
げ
て
お
く
。

*
表
題
字

(冬
柏
)

一

松
永
周
二

第

一
巻

・
一
号
～
第
六
巻

・
=

号

二

山
城
正
忠

第
七
巻

・
一
号
～
第
二
三
巻

・
春
季

・
追
悼
号
。

表
題
の

『冬
柏
』
の
文
字
は
、
松
永
周

ニ
ー
山
城
正
忠
の
二
人
の
書
家
が
揮
毫

し
て
い
る
が
山
城
正
忠
が
大
半
を
占
め
前
者
は
楷
書
風
、
後
者
は
行
書
風
の
書
体

で
あ
る
。

○

『冬
柏
』
の
刊
行
状
況

既
に
述
べ
た
よ
う
に
発
行
総
冊
数
は

一
九

一
冊
、
創
刊
は
昭
和
五
年

(
一
九
三

〇
)
三
月
、
終
刊
は
昭
和
二
七

(
一
九
五
二
)
年
三
月
、
発
行
年
数
は
二
二
年
間

で
あ
る
。

一
九

一
冊
に
は
昭
和

一
二
年

(
一
九
三
七
)
四
月
刊
行
の

『
別
刊
冬
柏
』

(
一
〇
頁
)
を
含
む
。

昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
)
三
月

の
創
刊
か
ら
二
二
年
間
に
わ
た

っ
て
刊
行
し
続

け
た
が
新
詩
社

『
明
星
』」

の
継
承
誌
と
の
当
事
者
た
ち
の
強

い
意
識
に
も
か
か

わ
ら
ず
総
冊
数

一
九

一
冊
の
刊
行
の
経
過
は
全
く
順
調
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ

っ

た
。
社
会
情
勢

の
激
動
と
い
う
に
等
し
い
変
化

の
影
響
を
受
け
て
の
本
誌

の
発
行

に
は
予
想
外
の
困
難
を
伴

っ
た
こ
と
が
特
に
後
半
の

『冬
柏
』
か
ら
見
て
と
れ
る
。

従

っ
て
創
刊
号
を
出
し
た
当
初
は
、
第

一
巻
か
ら
第

一
五
巻

(昭
和
五
年
三
月

～
昭
和

一
九
年

一
〇
月
)
ま
で
は
何
と
か
月
刊
を
保

っ
て
き
た
が
、
第

一
六
巻
か

ら
最
終

の
第
二
三
巻

(昭
和
二
〇
年

一
二
月
～
昭
和
二
七
年
三
月
)

の
刊
行
状
況

は
次

の
通
り
で
あ
り
、
年
に

一
冊
の
時
期
さ
え
あ
る
。

第

一
六
巻
-
二
冊

第
十
七
巻
-
二
冊

第
十
八
巻
-

一
冊

第
十
九
巻
i
四
冊

第
二
〇
巻
～
第
二
二
巻
-
三
冊

第
二
三
巻
-

一
冊

ま
た
発
行
冊
数
の
減
少
と
と
も
に
、
各
号
の
掲
載
頁
数
も
次
第
に
減
少
し
、
当

初
か
ら

一
〇
〇
頁
程
度
を
維
持
し
て
き
た
の
だ
が
、
第

一
四
巻

(昭
和

一
八
年
)

以
降
は

一
冊
が
五
〇
～
六
〇
頁
、
第

一
五
巻

(昭
和

一
九
年
)
以
降
は
激
減
し

一

冊
が
三
〇
頁
程
度
に
な

っ
て
い
た
。

た
だ
こ
う
し
た
減
少
傾
向
の
中
で
特
別
な
の
が
第
二

一
巻
の

一
・
二
月
号
の
合

併
号
、
=
二
〇
頁
で
あ
る
。
昭
和
二
五
年

(
一
九
五
〇
)
二
月
発
行
、
戦
後
数
年
を

経
た
時
期
で
あ
る
が
表
題
の
字
の
上
に

「與
謝
野
寛

・
晶
子
創
刊

二
十
年
記
念

特
輯
」
と
あ
り
、
表
紙
は
緋
色

一
色
で
表
紙
画
は
無
く
表
題
が

「晶
子
と
近
代
仔

情
」
と
あ
る
。
近
江
満
子
が

「巻
頭
に
」
と
題
し
次
の
よ
う
な
文
を
載
せ
て
い
る
。

前
略
明
治
中
葉
に
開
花
し
た
新
詩
社
も
五
十
年
と
い
ふ
月
日
の
推
移
が
、
与
謝
野

両
先
生
の
御
存
在
を
す
ら
、
既
に
古
典
の
中
に
入
れ
よ
う
と
す
る
昭
和
の
今
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日
と
な
り
ま
し
た
。
「冬
柏
」
は
故
先
生
直
門
の
同
人
な
ら
び
に
同
列

の
諸

先
輩
に
乞
ひ
、

一
言
に
て
も
先
生
の
生
き
た
御
言
葉
を
残
し
て
置
い
て
頂
き

た
く
特
輯
の
挙
に
出
ま
し
た
。

略

と
、
こ
の
特
輯
号
を
出
す
目
的
と
意
義
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
特
集
号
は
池
田

轟
鑑
が
編
輯
に
関
わ

っ
て
い
る
。
文
章
の
執
筆
者
は
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

*
先
ず
次
に
挙
げ
た
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

一
文
を
載
せ
て
い
る
。

近
江
満
子

・
吉
井
勇

・
新
村
出

・
釈
超
空

・
高
浜
虚
子

・
深
尾
須
磨
子

・
安
田

章
生

・
中
川
与

一
・
北
見
志
保
子

・
真
下
喜
太
郎

・
森
脇

一
夫

・
新
居
格

・
吉

田
精

一
・
湯
浅
光
雄

・
信
楽
香
雲

・
津
田
青
楓

・
島
谷
牧
翁

・
新
間
進

一
・
石

井
柏
亭

・
掛
貝
芳
男

・
五
島
美
代
子

・
岩
野
喜
久
代

・
有
島
生
馬

・
西
村

一
平

・

三
宅
克
巳

・
西
村
伊
作

・
小
林
天
眠

・
池
田
亀
鑑

(中
で
高
浜
虚
子
な
ど
は

「
ひ
な
壇
」
と
題
し
て
、
「真
下
喜
太
郎
新
婚
間

も
な
く
雛
壇

の
下
に
、
与
謝
野
夫
妻
と
同
席
し
た
る
こ
と
。

追
憶
は
く
さ

ぐ
さ
の
こ
と
雛
の
こ
と
」
の
俳
句

一
句
を
寄
せ
て
い
る
。
真
下
喜
太
郎
は
高

浜
虚
子

の
娘
婿
。
)

*

「与
謝
野
寛

・
晶
子
研
究
資
料
」
と
題
し
て

「書
翰
集
」

*

「与
謝
野
晶
子
年
譜
」

*

「新
詩
社
同
人

の
作
品
」
と
題
し
て
六
十
人
の
短
歌

(各
人
四
首
)

*

「人
間
風
月
」
と
題
し
て
二
十
人
の
短
歌

(各
人
二
首
)

の
構
成
で
編
輯
し
て
、
『冬
柏
』
創
刊
二
十
年

の
総
括
を
し
た
号
で
あ
り
、
『
冬
柏
』

随

一
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
存
在
価
値
が
あ
る
。

だ
が
、
発
行
冊
数
と
掲
載
頁
数
の
減
少

は
同
じ
傾
向
を
た
ど
り
、
第

一
七
巻

一
・

二
号

(昭
和
二

一
年
二
月
発
行
)
は
合
併

号
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
少
の

一
八
頁
で

あ
る
。
太
平
洋
戦
争
敗
戦
の
翌
年

で
あ
る
が
終
刊
に
到
る
ま
で
こ
の
傾
向
を
ひ
き

ず
り
な
が
ら
刊
行
を
続
け
た
。
更
に
後
に
触
れ
る
が
こ
の
頁
数
は
各
号
の
末
尾
に

掲
載
す
る
付
録
的
記
事

(消
息
等
)
を
含

ん
で
お
り
、
寄
稿
者
た
ち
の
作
品
を
掲

載
す
る
本
紙
の
頁
数
は
実
質
的
に
は
更
に
減
少
し
て
い
る
。

『
冬
柏
』
各
号
の
末
尾
に
は

「消
息
欄
」
を
設
け
て
寛
、
晶
子
や
同
人
た
ち
の

『
冬
柏
』
"
新
詩
社

『
明
星
』
の
未
完
の
終
焉

動
向
情
報
を
載
せ
る
体
裁
は
最
終
号
ま
で
不
変

で
あ

っ
た
が
、
寄
稿
者
の
歌
稿
を

掲
載
す
る
に
当
た

っ
て
の
項
目
は
巻
を
追
う
に

つ
れ
て
次
第
に
増
加
し
新
し
い
項

目
名
が

つ
け
ら
れ
て
そ
れ
は
寄
稿
者
の
類
別
を
意
味
し
た
よ
う
で
あ
る
。

短
歌
の
部
は

「新
詩
社
詠
草
」

・
「冬
柏
抄
」

・
「宝
玉
の
籐

(新
詩
社
詠
草
)
」

・
「
星
雲
の
舞

(冬
柏
詠
草
)」

・
「
人
間
風
月

(新
詩
社
詠
草
)
」
等
が
項
目
に

加
え
ら
れ

て
い
き
、
各
号

の
短
歌
掲
載

の
後

に
、
「消
息
」
欄
だ
け
が
置
か
れ
て

い
た
の
だ
が
、
「書
翰

一
束
」

・

「
萬
里
宛
尺
順

一
束
」

・

「
冬
柏
だ
よ
り
」

・

「編
輯
後
記
」
の
項
目
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

「消
息
」
以
降
の
欄
は
同
人

達

の
動
向
情
報
を
記
し

て
お
り
同
人
達
、
同
人
の
家
族
親
戚

に
関
す
る
情
報

は

『冬
柏
』

の
最
大
の
特
徴
と
言

っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は

『
冬

柏
』
を
読
む
う
ち
に
、
歌
稿
の
掲
載
部
分
よ
り
こ
の

「消
息
」
欄

に
続
く

「書
翰

一
束
」
等

の
内
容
を
調
査
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
方
向
転
換
を
し
現
在
続
行
中
で

あ
る
。
歌
以
外

の
個
人
の
作
品
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

次
に
寄
稿
者
に

つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

○

『冬
柏
』
の
同
人

・
寄
稿
者

『冬
柏
』
の
寄
稿
者

で
寄
稿
の
数
の
非
常
に
多
い
の
は
、
近
江
満
子
、
掛
貝
芳

男
、
田
中
悌
六
、
小
金
井
喜
美
子
、
白
仁
秋
津
、
菅
沼
宗
四
郎
、
田
中
悌
六
、
西

村

一
平
等
で
あ
る
。

『明
星
』
に
比
し
て
著
名
人
は
少
な
い
が
先
に
挙
げ
た
寄
稿
者
を
分
別
ず
れ
ば
、

政
治
家
の
尾
崎
弩
堂
を
初
あ
と
し
て
、
歌
人

の
吉
井
勇
、
佐
々
木
信
綱
、
釈
超
空
、

五
島
美
代
子
、
安
田
章
生
。
俳
人
の
高
浜
虚
子
。
詩
人
の
上
田
敏
、
高
村
光
太
郎
、

堀
口
大
学
、
深
尾
須
磨
子
、
蒲
原
有
明
。
作
家
の
佐
藤
春
夫
、
長
谷
川
伸
、
正
宗

敦
夫
、
森
鵬
外
、
森
潤
三
郎
、
中
河
与

一
。
医
者

・
詩
人

・
劇
作
家
の
木
下
杢
太

郎
。
画
家
の
山
下
真
太
郎
、
三
宅
克
巳
、
広
川
松
五
郎
、
田
中
悌
六
、
正
宗
得
三

郎
、
津
田
青
楓
、
梅
原
龍
三
郎
、
中
河
紀
元
、
中
沢
弘
光
、
有
島
生
馬
。
国
分
学

者
の
吉
田
精

一
、
久
松
潜

一
、
池
田
轟
鑑
、
塩
田
良
平
、
新
間
進

一
。
英
文
学
者

の
竹
友
藻
風
。
独
文
学
者

・
歌
人

・
詩
人
の
茅
野
薫
薫
。
中
国
文
学
者
の
奥
野
信
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『冬
柏
』
"
新
詩
社

『
明
星
』
の
未
完
の
終
焉

太
郎
。
経
済
学
者
の
高
田
保
馬
。
評
論
家

の
保
田
與
十
郎
等
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

た
だ
し

『冬
柏
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
稿
は
す

べ
て
新
詩
社

の
同
人

の
作

で
ゆ
　

は
な
い
。
掲
載
す
る
に
当
た

っ
て
類
別
が
行
わ
れ
て
お
り
、
同
人

で
な
く
維
持
会

員
も
い
た
よ
う
で
、

一
般
か
ら
の
投
稿
を
歓
迎
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

校
閲
料
を
払
え
ば
よ
く
、
「好
い
作
は
雑
誌
に
載
せ
る
」
と
の
晶
子
の
言
も
あ
る
。

女
性
た
ち
に
対
し
曜
日
を
決
め
て
短
歌

の
作
歌
指
導
を
行

っ
て
も
い
た
。

一
種
の

啓
蒙
運
動
、
短
歌
の
普
及
運
動
を
試
み
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

次
に

『冬
柏
』
を
発
刊
す
る
よ
う
に
な

っ
た
事
情
ま
た
計
画
等
に
つ
い
て
、
寛
、

晶
子
の
当
時
の
心
情
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
文
が
あ
る
。

○

『冬
柏
」
刊
行
の
事
情

『冬
柏
』
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な

っ
た
事
情
、
ま
た
実
際
の
雑
誌
発
行
の
た
め

の
事
務
的
な
業
務
等
に
つ
い
て
寛
、
晶
子

は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

○
鐸

饗

を
推
し
て
雑
誌

冬
柏
」
の
編
口
及
び

霧

に
当
た
っ
て
貰
ひ
、

京
及
び
各
地
の
同
人
が
平
野
君
に
対
し
て

出
来
る
だ
け
の
協
蕪

と
を
負
担
す
る
と
云
ふ
組
織
の
下
に
、
こ
の

「冬
柏
」
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
煩
雑
な
公
務
に
従
事
し
て
ゐ
ら

れ
る
平
野
君
に
、
三
十
年
前
の
学
生
時
代
な
ら
と
も
か
く
、
今
日
に
及
ん
で

雑
誌
の
雑
務
ま
で
を
見

て
頂
く
と
云
ふ
の
は
甚
だ
済
ま
な
い
事
な
の
で
あ
る

が
、
君
が
辞
退
せ
ず
快
く
引
き
受
け
ら
れ
た
の
は
、
君
に
取

て
は
貧
乏
く
じ

を
引
か
れ
た
も
の
、
我
我
同
人
全
部

に
取

っ
て
は
、
勿
体
な
い
ほ
ど
す
べ
て

に
立
派
な
響

を
得
た
も
の
で
あ
る
。
此
事
は
社
外
の
師
友
も
、
社

中
の
同
人
も
、
ひ
と
し
く
喜
ん
で
下
さ
る
事
で
あ
ら
う
。

我
我
の
間
に
雑
誌
を
持

つ
こ
と
は
、
特
に
親
し
い
先
輩
と
諸
友
と
の
思
想
上

の
近
状
を
知
る
た
め
に
緊
要
で
あ
る
。
雑
誌
は
世
間
に
多
い
が
、
そ
の
目
的

　

が
営
利
で
あ
る
以
上
、
商
品
と
し

て
書
か
ず
、
商
品
た
る
に
適
せ
ざ
る
我
我

の
述
作
を
載
せ
て
く
れ
る
筈
が
無

い
、
自
由
に
各
自
の
筆
に
成

っ
た
も
の
を

載
せ
よ
う
と
す
る
に
は
、
ど
う
し

て
も
我
我
の
雑
誌
を
持

っ
て
ゐ
れ
ば
な
ら

な
い
。
お
互
の
間
に
雑
誌
が
あ

っ
て
、
新
し
い
述
作
を
毎
月
発
表
し
合
ふ
と
、

そ
れ
が
直
ち
に
お
互

の
精
神
上

の
交
通
に
な
り
、
他

の
内
部
生
活
を
読
む
こ

と
の
悦
び
を
感
ず
る
と
共

に
、
自
己
の
刺
激
と
し
て
励
ま
さ
れ
る
所
も
併
せ

て
多

い
。
人
間
は

一
面

に
怠
け
者

に
な
ら
う
と
し
、
安
易
に
甘
ん
ず
る
性
情

も
あ
る
か
ら
、
雑
誌
で
も
無
い
と
、
刺
激
し
合
ふ
機
会
が
無
く
、
そ
れ
を
よ

い
事

に
し
て
、
う
か
う
か
と
創
作
力
を
鈍
ら
せ
も
す
る
。
雑
誌
を
持

っ
た
経

験
の
あ
る
我
我
に
取
っ
て
、
ー

事
は
、
非
常
に
寂
し
い
思
ひ
を
忍
ん
で
来
た
事
で
あ
り
、
以
前
か
ら
我
我
の

雑
誌
を
助
成
し
て
下
さ

っ
た
師
友
に
対
し
て
、
ま
こ
と
に
申
訳
の
無
い
失
態

を
重
ね
て
ゐ
る
事
と
し
て
、
人
知
れ
ず
心
を
苦
め
る
の
で
あ

っ
た
。
薙
に

・、柏
」
が
唯

一
の
自
由

関
誌
と
し
て
我
我
の
間
に
生
れ
出

で
た
の
は
、

誰
よ
り
も
先
づ
我
我
夫
婦
の
喜
び
で
有
り
、
諸
友
に
対
し
て
感
謝
申
上
げ
る

所
で
あ
る
。

○

「冬
柏
」
は
決
し
て
軽
卒
に
計
画
さ
れ
な
か

っ
た
。
藝

に
つ

い
て
十
二
分
に
考
慮
せ
ら
れ
た
。
饗

の
を
初
め
遺
憾
な
点
の
あ

る
の
は
、
手
堅
い
出
発
点
か
ら
漸
次
に
順
当
な
発
達
を
計
り
た
い
た
め
で
る
。

同
人
は
お
互
に
此
点
を
考

へ
て
我
慢
し
た
い
。
社
外
の
先
輩
諸
友
も
暫
く
寛

恕
を
賜
り
た
い
。
唯
だ
我
我
が
良
心
的
に
甚
し
く
自
ら
痛
む
こ
と
無
く
し
て

「冬
柏
」

の
た
め
に
述

べ
得
る
こ
と
は
、

こ
の
叢

は
止
む
を
得
な

い
と
し
て
、

こ
の
内
容
に
は
力
め
て

酬用
の
文
出

…一=

の
文

子
、
無
額

・し
て
揚
げ
な
い
事

で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
於

て

「
冬
柏
」

の
発
行
は
社
中
同
人
を
自
重
と
発
奮
と
に
導
く
べ
く
、
号
を
逐
う
て
掲
ぐ
る

所
が
諸
君
の
新
声
で
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

○

饗

で
あ
っ
た
諸
君
に
、
今
月
か
ら
譲

を
差
出
し
ま

す
。
同
時
に
托
せ
ら
れ
て
ゐ
た
ー

に
振

替

へ
ま
し
た
。
此
事
を
御
諒
承
下
さ
れ
、
「明
星
」
同
様
に
御
愛
読
く
だ
さ

る
こ
と
を
願
ひ
ま
す
。

○
新
詩
社
短
歌
会
の
詠
草
で
、
久
し
く
お
返
し
を
怠

っ
て
ゐ
た
も
の
は
、
漸
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次

に
其
中
か
ら
撰
抜
し
て

「冬
柏

」

へ
載
せ
た
上
で
お
返
し
致
し
ま
す
。

「冬
柏
」

の
編
輯
や
雑
務
を
平
野
さ
ん
に
負
担
し

て
頂
く
や
う
に
な

っ
た
の

で
、
我
我
は
其
代
り
に
諸
友

の
詠
草

を
取
捨
す
る
事
に
従
来
よ
り
も
多
く
努

　
れ

力
す
る
積
り
で
す
。

(以
上
、
寛
。
晶
子
)

(中
略
)

○
こ
の
数
年
文
筆
か
ら
全
然
遠
ざ
か

っ
て
鶏
飼
ひ
に
没
頭
し
て
ゐ
た
小
生
が

俄
に

「冬
柏
」
の
編
輯
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
に
取

っ
て
之
程

意
外
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
何

の
用
意
も
無
か

っ
た
の
で
す
。
先

輩
旧
知
に
寄
稿
を
乞
ふ
余
裕
さ
へ
な
く
、
大
体
休
刊

削
の
明
星
の
原
古
・を

目

霧
と
し
忽
卒
の
間
に
作
り
あ
げ
た
の
が
本
号
で
す
。
従

っ
て
体
裁
そ
の
他
不

手
際
だ
ら
け
の
こ
と
と
思
は
れ
ま
す
。
筆
者
諸
兄
姉
の
寛
恕
を
願
ふ
次
第
で

す
。
し
か
し
慣
れ
る
に
従
ひ
号
を
追

っ
て
少
し
は
改
善
さ
れ
て
行
く
こ
と
と

思
ひ
ま
す
。

(中
略
)

○
本
誌
は
僅
少
の
基
金
を
以
て
す
る
非
営
利
的

の
単
な
る
発
表
機
関
で
す
か

ら

一
切
の
無
駄
を
省
く
主
義
で
あ
く
ま
で
霧

で
進
み
た
い
と
思
ひ
ま

す
。
今
の
処
体
裁
な
ど
に
構
…っ
て
ゐ
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
点
旧
明

星
の
愛
読
者
の
御
不
満
を
買
ふ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
併
し
何
時
ま
で
も
こ
れ

で
や
り
通
さ
う
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、

一
定
数
の
読
者
が
出
来
収
支
相
償
ふ

郎
が
来
た
ら
直
に
與
謝
野
先
生
の
手
に
お
返
し
て
繋

す
る
の

ゆ
　

で
す
か
ら
暫
く
御
辛
棒
を
願
ひ
ま
す
。
(万
里
生
)

と
寛
、
晶
子
の
計
画
、
決
意
ま
た

『冬
柏
』
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
を
語
る
。

平
野
万
里
が
、
編
輯
、
発
行
の
主
任
で
、
編
輯
代
表
者
。
東
京
及
び
各
地

の
同
人

が
協
力
、
助
成
を
す
る
。
『冬
柏
』

は
商
品
で
は
な
く
非
売
品

で
あ
る
こ
と
。
唯

一
の
自
由
機
関
誌
。
発
行
費
の
収
支
を
考
慮
。
紙
数
は
少
な
く
形
式
は
簡
素
、
無

用
の
文
字
、
無
誠
実
の
文
字
、
無
創
意
の
文
字
、

の
排
除
。
「明
星
」

の
前
金
を

「冬
柏
」
前
金
と
す
る
。
ま
た
平
野
万
里
が
、
「冬
柏
」
の
編
輯
を
引
き
受
け
る
こ

と
、

こ
の
第

一
巻

一
号
は
休
刊
前
の
明
星

の
原
稿
を
骨
子
と
し
、
非
営
利
的
発
表

機
関
で
あ
り
、
内
容
本
位
で
あ
る
。
収
支
相
償
う
日
に
は
明
星
と
し
て
更
生
し
復

『
冬
柏
』
"
新
詩
社

『明
星
』

の
未
完

の
終
焉

刊
す
る
、
の
だ
と
い
う
思
い
を
語

っ
て
い
る
。

次
に

『冬
柏
』
所
蔵

の
状
況
に

つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
。

○

『冬
柏
』
の
諸
本

の
所
蔵
状
況

『明
星
』
に
比
し
て

『冬
柏
』
を
所
蔵
す
る
所
は
極
め
て
少
な
い
。
殆
ど
が
元

『
冬
柏
』

の
同
人
或
い
は
会
員
の
個
人
蔵

で
あ
り
、

一
九

一
冊
が
全
冊
揃

っ
た
完

本
は
未
だ
に
出
現
し
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
や
は
り

『
冬
柏
』
自
体

の
評
価
に
基
因
す
る
だ
ろ
う
。
極
言
す
れ
ば
保
存
に
値
す
る
価
値

を
認
め
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て
二
〇
二
〇
年

の
復
刻

版
刊
行
の
完
結
は
や
は
り
新
詩
社

『
明
星
』
に
と

っ
て
大
き
な
足
跡
を

一
歩
記
し

た
と
言
え
る
。

一
九

一
冊
の
う
ち
四
冊
を
欠
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
筆
者
の
察
す

る
と
こ
ろ

一
冊
も
欠
号
無
し
の

『冬
柏
』

の
完
本
は
将
来
も
出
現
し
な
い
よ
う
に

思
う
。
こ
の

一
八
七
冊
+
四
冊
の

一
九

一
冊
の

『
冬
柏
』
復
刻
本
は
極
め
て
貴
重

な
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
与
謝
野
寛
、
晶
子
両
人
を
主
宰
者
と
す
る
新
詩
社

『明

星
』
が
ど
の
よ
う
な
諸
相
を
展
開
し

つ
つ
未
來

へ
の
軌
跡
を
残
し
た
の
か
、
詳
細

に
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
手
が
か
り
が
や

っ
と
実
現
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
新
詩
社

『明
星
』
の
誕
生
か
ら
、
終
焉
に
到
る

一
つ
の
明
る
い
道
筋

が
示
さ
れ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
『冬

柏
』
の
存
在
は
、
未
完
の
終
焉
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者

は
考
え
て
い
る
。

『
冬
柏
』
の
各
所
の
所
蔵
状
況
に

つ
い
て
は
整
理
総
括
し
た
後
に
稿
を
改
め
た

い
。

○

『
冬
柏
』
と
漢
詩

筆
者
が
新
詩
社

の

『明
星
』

一
次

・
二
次
、
『
冬
柏
』
を
追
い
続
け
て
き
た
の

は
こ
れ
ら
の
雑
誌
に
収
録
さ
れ
た
漢
詩
の
調
査
で
あ

っ
た
。
主
宰
者
の
寛
、
ま
た

同
人
達
の
作
品
を
収
集
し
整
理
し
た
う
え
で
評
価
を
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
漢
詩

と
無
縁
に
見
え
る
新
詩
社
の
雑
誌

『明
星
』
『冬
柏
』
に
漢
詩
を
掲
載
す
る
こ
と
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『
冬
柏
』
"
新
詩
社

『
明
星
』

の
未
完

の
終
焉

自
体
予
想
外
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
短
歌
と
漢
詩
は

《か
な
》

と

《漢
字
》
と
文
字
も
違
え
ば
形
式
は
更

に
異
な
り
、
短
歌
愛
好
者
が
漢
詩
愛
好

者

で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
、
と

い
う
の
が
現
代

の
常
識

で
あ
る
。
だ
が

『
明
星
』
『冬
柏
』
の
時
代
は
様
相
を
異
に
し
短
歌
も
作
れ
ば
漢
詩
も
作
る
と
い
う

才
能
の
持
ち
主
が
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
主
宰
者
与
謝
野
寛
の

影
響
が
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
筆
者

の

『冬
柏
』
に
関
す
る
調
査
は
ま
だ
道

半
ば
で
あ
る
が
、
寛
以
外
の
同
人
の
漢
詩
を
幾

つ
か
収
集
し
た
の
で
今
回
の
最
後

の
章
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

ゆ
　

先
ず
か

つ
て
井
上
苔
渓
に
中
国
の
詩
の
詩
訳
を
試
み
た
作
品
が
あ
る
。
同
じ
形

式

の
訳
詩
が
他
に
も
あ
り
、
訳
詩
者
は
真
下
喜
太
郎

で
、
(
一
)
は

「課
詩
三
篇
」

と
題
す
る
三
首
の
楽
府
詩
三
首
。
(
二
)

は

「
押
韻
繹
詩
」
と
題
す
る
五
言
絶
句

三
首

の
訳
詩
で
あ
る
。

(
一
)

の

「繹
詩

三
篇
」
、
(
二
)
の

「
押
韻
繹
詩
五
言
絶

句
三
首
」
は
、
と
も
に
明
代

の
高
邸

(高
青
邸
)

の
詩

で
あ
る
。
次

に
そ
の
詩
を

挙
げ
て
お
く
。

(
一
)
繹
詩
三
篇

(高
青
邸
)

第
七
巻

・
一
号

一

牧
牛

つ
の角
曲
れ
る
は
な
れ
が
牛

尾
の
短
き
は
わ
れ
の
牛

笛
と
鞭
と
に
牛
追

へ
ば

岡
の
聞
を
牛
通
ふ

牛
の
歩
み
に
野
は
暮
れ
て

牛
の
疲
れ
て
な
や
め
る
も

牛
の
飢
う
る
も
知
る
は
わ
れ

歌
ふ
も
居
る
も
牛
と
と
も

ま

う

ね

牛
の
か
た
へ
に
丸
寝
し
て

牛
を
飼
ふ
こ
と
長
け
れ
ど

牛
飼
ふ
こ
と
に
な
げ
き
な
し

あ
る
じ

み

つ

ぎ

牛
の
主
が
租
税
に
と

牛
を
出
し
て
責
る
ま
で
は
。

二

鏡

か
ら
か
ね

君
が
持

つ
た
る
青
銅
の

鏡
は
債
が
た
ふ
と
う
て

こ

が

ね

な
う

黄
金
に
ま
さ
る
も
の
よ
哺

さ
は
さ
り
な
が
ら
こ
れ
と
て
も

た
だ
面
影
を
見
る
ば
か
り

心
の
丈
け
は
見
え
ぬ
よ
う
な
う
。

三

洞
房

ね

む
の

は

な

合
歓
木
花
置
く
こ
の
閨
は

暮
る
れ
ば
會
ふ
と
い
ふ
心

そ
と

手
摺

の
外
は
月
が
落
ち

月

に
お
ど
ろ
く
親
鴉

蹄
る
と
す
る
を
留
め
る
と
て

深
く
す
す
め
し
酒
の
醇

く
る
わ

あ
の
郭
よ
り
こ
の
家
が

と
ま
り
心
は
よ
い
筈
と

い
ふ
は
あ
は
れ
な
園
ひ
も
の
。

(
一
)
繹
詩
三
篇

※
高
邸
の
原
詩
。

一

牧
牛
詞

(楽
府
詩
)

爾
牛
角
轡
環
、
我
牛
尾
禿
速
。

共
拮
短
笛
與
長
鞭
、
南
朧
東
岡
去
相
逐
。

日
斜
草
遠
牛
行
遅
、
牛
勢
牛
飢
惟
我
知
。

牛
上
唱
歌
牛
下
坐
、
夜
蹄
還
向
牛
邊
臥
。

長
年
牧
牛
百
不
憂
、
但
恐
輸
租
責
我
牛
。

二

照
鏡
詞

(楽
府
詩
)

君
家
青
銅
鏡
、
債
重
比
黄
金
。
空
持
照
人
面
、
不
持
照
人
心
。
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三

洞
房
曲

(楽
府
詩
)

洞
房
香
吐
合
昏
花
、
月
韓
勾
關
暗
乳
鴉
。
今
宵
有
酒
留
君
醇
、
不
信
娼
家
勝
妾
家
。

な

り
も

か

た

ち

も

お

と

ろ

へ

つ
。

今

は

か

た

ゐ

と

お

な

じ

よ

の
。

(二
)
押
韻
課
詩

(高
青
郎
)

第
七
巻

・
二
号

ー
青
邸
の
詩
を
た
つ
さ

へ
て
冬
こ
も
る
人
を
忘
れ
て
お
そ
き
春
か
な
ー

た
く

城
の
あ
し
た
の
拍
子
木
は

霜

つ
め
た
し
と
聞
ゆ
な
れ
。

關
の
夕
に
撃

つ
と
き
は

月
上
る
と
て
ひ
び
く
な
れ
。

ひ
と
よ
つ
づ
け
て
鳴
る
音

の

あ
ら
ぬ
方
こ
そ
懸
し
け
れ
。

夢
破
ら
る
る
苦
し
さ
の

し
ば
し
ば
な
る
を
思
ひ
知
れ
。

ふ
く
べ
瓢

大
ふ
く
べ

朝
露
に

ま
ろ
び
た
る

と
り
も
て
ぞ

蹄
り
け
る
。

笑
ひ
け
り
、
う
た
人
に

か
く
の
ご
と

肥
え
し
骨

な
か
ら
ん
と
。

み
だ
れ
た
る
世

の
人
こ
こ
ろ

芝
居
の

つ
づ
み
笛
に
さ

へ

耳
か
す
も
の
も
あ
ら
ぬ
よ
の
。

な
げ
く
こ
と
か
は
、

つ
ね
ひ
ご
ろ

君
に
召
さ
る
る
役
者
さ

へ

飢
ゑ
と
寒
さ
に
な
く
も
の
を
な
う
。

一

聞
振

(五
言
絶
句
)

※
高
郎

の
原
詩

朝
撃
城
上
霜
、
暮
撃
關
下
月
。
愁
夢
畏
頻
驚
、
何
方
此
聲
歌
。

二

摘
瓢

(五
言
絶
句
)

輸
困
臥
霜
露
、
秋
曉
摘
初
鋸
。
自
笑
詩
人
骨
、
何
由
似
爾
肥
。

三

優
人
李
州
僑
乞
米
二
首

一

(五
言
絶
句
)

曾
構
富
貴
客
、
粉
墨
尊
前
面
。
憔
惇
立
窮
途
、
渾
非
菖
時
見
。

○
高
啓

(
=
二
三
六
～

=
二
七
四
)

明
代
の
詩
人
。
字
は
季
迫
、
号
は
青
郎

子
。
蘇
州
の
生
ま
れ
。
青
郎
は
呉
湘
江
沿
岸
の
地
名
で
妻
の
出
身
地
。
友
人
魏

観
の
罪
に
連
坐
し
て
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
三
九
歳
。

○
真
下
喜
太
郎
。
俳
人
、
歌
人
。
慶
応
大
学
理
財
科
卒
業
。
大
正
六
年

(
一
九

一
七
)
、
高
浜
虚
子
の
長
女
真
砂
子
と
結
婚
、
「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
に
投
稿
。
短
歌

を
与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
に
学
ぶ
。
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お
ち
ぶ
れ
役
者

(優
人
李
州
僑
、

お
し
ろ
い
つ
け
て
眉

つ
く
り

人
の
う
た
げ
に
は
べ
り
つ
つ

な
れ
も
昔
は
富
み
し
よ
の
。

は
か
な
く
過
ぎ
し
そ
の
盛
り

米

を
乞
ふ
)

次

に

、

お

く

。
(
一
)

(
四
)

○
寛
以
外
の
漢
詩

寛
以
外
で
自
作
の
漢
詩
を
載
せ
る
六
人
の
同
人
た
ち
の
作
品
を
挙
げ
て

小
池
曼
洞

(二
)
島
谷
亮
輔

(三
)
高
木
藤
太
郎

柏
邨

(市
丸
利
之
助
)

(五
)
田
中
松
太
郎

(六
)
高
木
輝
堂

『冬
柏
』
"
新
詩
社

『
明
星
』
の
未
完
の
終
焉



『冬
柏
』
"
新
詩
社

『
明
星
』
の
未
完

の
終
焉

(
一
)

(二
)
は
本
紙
に
掲
載
。

(
三
)
、
(
四
)
は
消
息
欄
。
(五
)

の
項
目

「万
里
宛
尺
膿

一
束
」
に
掲
載
。
(六
)
は
埋
草
。

(
一
)
小
池
曼
洞

第

=
二
巻

・
八
号

悼
與
謝
野
晶
子
女
史

七
言
絶
句
五
首

与
謝
野
晶
子
女
史
を
悼
む

五
首

夙
仰
明
星
照
藝
林

夙
に
明
星
の
芸
林
を
照
ら
す
を
仰
ぎ

又
看
冬
柏
散
清
陰

又
た
冬
柏

の
清
陰

に
散
る
を
看
る

幽
魂

一
去
無
窮
恨

幽
魂

一
た
び
去

っ
て

無
窮
の
恨
み

天
上
人
聞
千
古
心

天
上
人
間

千
古

の
心

天
賦
歌
才
逸
世
姿

清
新
錬
句
有
誰
疑

詠
懐
詠
物
多
奇
構

咳
唾
分
明
絶
妙
辮

才
名
籍
甚
更
無
倫

自
是
歌
壇
第

一
人

五
十
年
聞
天
地
事

傾
將
識
見
窺
其
眞

曾
游
徳
佛
感
人
深

究
得
欧
州
文
化
心

吾
亦
同
年
異
郷
客

半
生
不
負
奮
知
音

曾
催
雅
會
道
相
親

同
席
佳
賓
亦
出
塵

髪
髭
音
容
猶
在
眼

天
賦
の
歌
才

逸
世
の
姿

清
新
の
錬
句

誰
か
疑
い
有
ら
ん

詠
懐

詠
物

奇
構
多
く

咳
唾
分
明
な
り

絶
妙
の
辞

才
名

籍
甚
だ
し
く

更
に
倫
無
し

自
ら
是
れ
歌
壇

の
第

一
人

五
十
年
間

天
地

の
事

将
に
識
見
を
傾
け

て

其
の
真
を
写
す

曾
て
徳

・
仏
に
遊
び
て

人
の
深
き
に
感
じ

欧
州
の
文
化
の
心
を
究
め
得
た
り

吾
も
亦
た
同
年
に
異
郷
の
客

半
生

旧
知
の
音

に
負
か
ず

曾
て
雅
会
を
催
し

相
親
し
む
を
道
う

同
席
の
佳
賓

亦

た
出
塵

髪
髭
た
り

音
容
猶
お
眼
に
在
る
が
ご
と
し

は
付
録

幽
閑
貞
静
果
何
人

幽
閑
貞
静

果
た
し
て
何
人
な
ら
ん

昭
和
十
七
年
夏
七
月
九
日

曼
洞

小
池
重

賦
此

※
晶
子
の
死
に
対
す
る
哀
悼
の
詩

で
あ
る
。

(消
息
)
今
年
の
九
月
会
は
、
与
謝
野
先
生
の
長
逝
の
為
め
、
そ
の
追
憶

の
意
味

を
含
め
て
催
す
事
と
な

つ
た
。
去
る
九
日
夜
麹
町
区
富
士
見
町
の
大
松
閣
に
お
集

り
を
願

つ
た
方
は
、
与
謝
野
光
、
秀
氏
、
同
夫
人
を
は
じ
め
七
十
四
名

で
盛
会

で

あ

つ
た
。
宴
会
に
先
立

つ
て
島
洞
4
池
候
士

の
、
詩

の
朗
読
井
上
苔
践
氏
に
依
頼

し
、
続
い
て
間
島
磐
雄
氏

の
短
歌

の
朗
詠
が
あ
り
六
時
開
宴
。

*
小
池
曼
洞
。
曼
洞
は
号
。
医
学
博
士
。
東
大
医
学
部
卒
。
寛
と
交
友
関
係
。

(二
)
島
谷
亮
輔

第

一
九
巻

・
夏
季
号

詠
懐

詠
懐

牧
翁

(五
言
古
詩
)

嗣
子
昌
雄
屡
攣
部
隊
、
残
干
比
島
戦
線
享
年
廿
五

嗣
子
昌
雄
轡
部
隊
に
属
し
、
比
島
戦
線
に
て
残
す
。
享
年
廿
五

八
月
十
五
日

神
洲
落
汗
塵

七
千
有
蝕
萬

大
息
涙
沽
巾

人
事
渾
是
夢

時
勢
攣
移
頻

嗣
子
征
不
返

老
翁
耕
畦
紛

依
何
慰
寂
真

唯
與
書
巻
親

願
更
得
醇
酒

享
肺
以
藻
頭

(書
翰

一
束
)

八
月
十
五
日

神
洲

汗
塵
落

つ

七
千
有
余
万

大
息
し

涙

巾
を
沽
お
す

人
事
は
渾
て
是
れ
夢

時
勢

変
移
す
る
こ
と
頻
り
な
り

嗣
子

征
き
て
返
ら
ず

老
翁

畦
紛
を
耕
す

何
に
依

っ
て
か
寂
翼
を
慰
め
ん

唯
だ
書
巻
と
親
し
む
の
み

願
わ
く
は
醇
酒
を
得
て

神
を
享
る
に
藻
頭
を
以
て
せ
ん

牧
翁
の
漢
詩

「嗣
子
征
不
返
、
老
翁
耕
畦
紛
」
悲
愴
、
牧
翁
大
人
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の
や
る
瀬
な
い
真
情
に
思
ひ
到
り
、
気
が
重
く
な
る
。
自
ら
慰
め
る
た
め
、

こ

れ
か
ら
毎
号
と

っ
て
戴
き
た
い
。
八
月
七
日

(菅
沼
記
)
第

一
九
巻

・
秋
季
号

*
島
谷
亮
輔

(牧
翁
)。
牧
翁
は
号
。
批
書
山
荘
主
人
。
夫
妻

で
寛
、
晶
子
と
親

密
な
関
係
。

(三
)

高
木
藤
太
郎

第

=
二
巻

・
一
号

尚
、
高
木
藤
太
郎
氏
か
ら
左
の
詩

一
篇
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

新
詩
社
歌
會
席
上
自
嘲
作

高
木
輝
堂

(七
言
絶
句
)

新
詩
社
の
歌
会
の
席
上
に
て
自
ら
嘲
り
て
作
る

偏
喜
清
談
属
好
期

偏
に
清
談

好
期

に
属
す
る
を
喜
び

一
庭
秋
色
欲
奇
時

一
庭

秋
色

奇
な
ら
ん
と
欲
す
る
時

漸
吾
老
獺
歌
難
就

吾
れ
老
癩
に
し
て

歌
就
り
難
き
を
漸
じ

辛
綴
半
篇
迂
拙
詩

辛
う
じ
て
半
篇
迂
拙
の
詩
を
綴
る

*
高
木
藤
太
郎
。
野
口
米
次
郎

(英
詩
人
、
小
説
家
、
評
論
家
俳
句
研
究
家
)

令
兄
。
号
は
輝
堂
。

(四
)
高
木
輝
堂

第

=
二
巻

・
二
号

鞍
馬
山
與
謝
野
寛
先
生
歌
碑
前
有
作

(七
言
絶
句
)

鞍
馬
山
の
与
謝
野
寛
先
生
の
歌
碑
の
前
に
て
作
あ
り

松
杉
擁
路
諺
葱
葱

貞
石
山魏
然
幽
谷
中

遺
詠
自
留
門
弟
子

低
徊
切
切
憶
高
風

国
府
犀
東
曰
く

の

松
杉
路
を
擁
し
て

諺
葱
葱
た
り

貞
石
魏
然
た
り
幽

谷
の
中

遺
詠
自
ず
か
ら
留
む

門
弟
子

低
徊
切
切

高
風
を
憶
う

縣
遡
棲
側

三
四
は
沈
痛
。
生
前
相
い
識
り
、
夙
に
其
の
歌

に
服
す
。
今
諦
し

一
に
諦
す

風
羊
眼
に
在
り
。

(五
)
柏
邨

(市
丸
利
之
助
)

第

一
六
巻

・
二
号
。
(消
息
)

最
近
の
柏
邨
氏
の
詠
草
の
終
り
に
、
左

の
詩
が
書
か
れ
て
居
り
ま
し
た
。

『冬
柏
』
"
新
詩
社

『
明
星
』
の
未
完
の
終
焉

氏
は

第

一
線
の
危
瞼
の
地
に
指
揮
さ
れ
て
居
ら
れ
な
が
ら
、
毎
月
詠
草
を
送

っ
て
下
さ

い
ま
す
。
弔
問
敷
島
隊
長

敷
島
隊
長
を
弔
問
す

(五
言
律
詩
)

神
風
第

一
線

侯
君
動
海
南

挺
身
屠
敵
艦

魁
傑
關
行
男

國
難
誓
欲
掃

聖
職
必
可
鐡

憶
青
春
廿
四

悠
久
大
義
参

*
柏
邨
の
出
身
。 (市
丸
利
之
助
)

神
風

第

一
線

君
が
海
南
を
動
か
す
を
侯
つ

身
を
挺
し
て
敵
艦
を
屠
り

魁
傑

関
行
の
男

國
難

掃
わ
ん
と
欲
す
る
を
誓
い

聖
戦

必
ず
裁
つ
べ
し

臆

青
春
廿
四

悠
久

大
義
参
る

海
軍
軍
人
。
柏
邨
は
号
。
佐
賀
県
松
浦
郡
久
里
村
柏
崎

(六
)
田
中
松
太
郎

八
十
里
歓
喜

八
十
里
の
歓
喜

王
春
壬
午
旦

皇
土
衰
老
奉

香
港
仰
新
綱

南
洋
蔽
聖
旛

讐
鐘
詔
下
沈

戦
桟
餅
皆
絶

登
朧
八
十
翁

東
天
日
輪
大

戦 讐 南 香 皇 王桟 瞳 洋 港 土 春

第

=
二
巻

・
二
号

壬
午
の
旦

衰
老
奉
ず

新
綱
を
仰
ぎ

聖
旛
を
蔽
う

詔
下
り
て
沈
み

餅
は
皆
絵

御

一
笑
下
さ
れ
た
く
候
。

朧
に
登
る
八
十
翁

東
天

日
輪
大
な
り

恐
恐
敬
服
。

(五
言
古
詩
)

一
月
十
五
日

(田
中
松
太
郎
)
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『冬
柏
』
"
新
詩
社

『明
星
』
の
未
完
の
終
焉

[注
]

㊧
1

主
な
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。

○
西
村
富
美
子

「与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩
1

『
冬
柏
』
時
代
の
漢
詩
人

与

謝
野
寛
」。
東
海
学
園

言
語

・
文
学

・
文
化

第
十
号
。

○
西
村
富
美
子

「与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

『
明
星
』
の
最
終
の
同
人
誌

『冬
柏
』
1
異
彩
の
同
人

井
上
苔
渓
に

つ
い
て
ー
」
。

*
与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子

「新
詩
社
」
の
変
遷
ー

『明
星
』
～

『冬
柏
』
ー
。

二
〇

=
二
年

=

月
三
〇
日
、
於

"
堺
市
立
女
性
セ
ン
タ
i
。

*
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「
明
星
」
の
精
神
を
継
い
だ
最
後
の
同
人
誌

『冬
柏
』

の
諸
相
。
二
〇

一
七
年
三
月

一
〇
日
。
於

"
堺
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
。

*

「与
謝
野
寛

・
晶
子
主
宰

〈新
詩
社
〉
の
同
人
誌

「明
星
」
の
軌
跡
」
1

『
明
星
』
～

『冬
柏
』

"

『
冬
柏
』
を
中
心
と
し
て
ー
」。
二
〇

一
八

年
三
月

一
〇
日
。
於

"
堺
市
立
女
性
セ
ン
タ
i
。

*

「
与
謝
野
晶
子

の
晩
年
の
創
作
活
動
-
寛
没
後
、
『冬
柏
』
を
中
と
し

て
ー
」
。
二
〇

一
八
年

一
二
月
五
日
。
於

…
堺
市
立
女
性
セ
ン
タ
i
。

*
は
講
演

レ
ジ

ュ
メ
。

㊧
2

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
、
宮
元
家
旧
蔵
、
多
良
木
町
所
蔵
。
全

一
八
七

冊
。
欠
号
は
、
第
四
巻

・
四
号
、
第

一
七
巻

・
一
号
、
二
号
秋
季
号
、
第

一

八
巻

・
秋
季
号

(欠
号
四
冊
の
う
ち
、
第

一
七
巻

・
二
号
秋
季
号

一
冊
は
堺

市
博
物
館
所
藏
。
第
四
巻

・
四
号
、
第

一
七
巻

・
一
号
、
第

一
八
巻

・
秋
季

号
の
三
冊
は
森
下
明
穂
氏
所
蔵
に
よ
り
補
完
)
。
な
お

こ
の
宮
元
家
旧
蔵

の

『冬
柏
』

の
原
本
の
発
見
調
査
に
関

し
て
は
近
藤
晋
平
氏

の
緻
密
な
調
査
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
(企
画
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

【特
別
寄
稿
】
に
、
「宮
元

尚
旧
蔵

『
冬
柏
』
原
本
発
掘
の
経
緯

と
意
義
及
び
復
刻
版

『
冬
柏
』
刊
行
の

意
義
」
と
題
す
る
詳
細
な
解
説
文
を
寄
せ
て
お
ら
れ
る
)。

㊧
3

復
刻
版

『冬
柏
』
全
二
六
巻

・
別
冊

一
。
不
二
出
版

(代
表

細
田
哲
史
)。

企
画
展

『明
星
』
創
刊

一
二
〇
年

・
『冬
柏
』
創
刊
九
〇
年
記
念
。
「冬
柏
1

『明
星
』
の
精
神
を
貫
い
た
理
想
郷
1
」
。
於

"
大
阪
府
堺
市
宿
院
町
西
二
丁

一
-

一
さ
か
い
利
晶
の
杜
。

㊧
4

執
筆
者
は
適
宜
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

㊧
5

「新
詩
社
に
同
人
た
る
諸
君
、
全
国
通
じ
て
二
百
人
を
超
ゆ
。」
(与
謝
野

寛
年
譜
」
明
治
書
院
)

㊧
6

『冬
柏
』
第

一
巻

・
一
号
、

一
頁
。
(常
用
漢
字
、
現
代
か
な
つ
か
い
)
。

㊥
7

田
中
悌
六
は
年
齢
も
若
く
、
画
才

・
文
才
の
両
才
能
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
。

近
江
満
子
は
早
く
か
ら
晶
子
に
後
継
者
と
し
て
直
接
指
名
さ
れ
て
い
た
。

㊧

8

第

一
九
巻
秋
季
号

の

「
冬
柏
だ
よ
り
」

に
、
「
今
月
か
ら
は
お
約
束
通
り

と
も
角
も
表
紙
絵
を

つ
け
た
。
羊
頭
狗
肉
の
講
り
を
受
け
ぬ
間
に
椿
は
手
製

で
間
に
合
は
せ
た
。
追
々
大
家
に
お
願
ひ
す
る
事
に
し
よ
う
。
早
く
内
容
を

も

っ
と
向
上
さ
せ
、
い
い
着
物
を
き
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。
(満
子
)」
と
あ

る
。

㊧
9

創
刊
号
に
名
を
連
ね
る
著
名
な
歌
人
岩
野
喜
久
代
も
、
昭
和

一
〇
年

(
一

九
三
五
)

に
新
詩
社

の
維
持
会
員
に
な

っ
て
い
る
。
(第
七
巻

・
一
号
、
消

息
、
晶
子
)

㊧
10

『冬
柏
』
第

一
巻

・
一
号
、
消
息
欄
。

㊧
11

㊧
1
参
照
。

[追
記
]

『冬
柏
』
の
原
文
の
引
用
は
、
文
字
の
使
用
は
適
宜
変
更
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
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